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保護者 様 

 

磐田市教育委員会学校教育課長 

 

これからの磐田市の「休日の部活動」について 

 

春寒の候、皆様方におかれましては、益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。 

平素は磐田市の学校教育に対しご理解、ご協力いただきまして、誠にありがとうござ

います。また、昨年 10 月には休日の部活動の地域移行に関するアンケートへご協力いた

だきありがとうございました。 

 

アンケート調査の結果及びスポーツ協会や文化協会等の関係団体との協議を通して、

地域移行に関して多くの課題があることがわかりました。 

また、12 月になり、スポーツ庁及び文化庁から「学校部活動及び新たな地域クラブ活

動の在り方等に関する総合的なガイドライン」（別紙参照）が提示され、地域の実情に応

じた段階的な体制整備の必要性が示されました。 

以上を踏まえ、本市においては、前回お示しした来年度からのスケジュール（モデル

事業等）の実施は難しいという判断をいたしました。今後の方針としては、別紙のよう

に休日の学校部活動の地域移行を研究していきたいと考えています。 

  

 今後とも、ご理解、ご協力いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

担 当 指 導 Ｇ 

（ 土屋・平本 ） 

電  話 0538-37-4921 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 日頃より磐田市の学校教育に対し、御理解と御支援をいただきありがとうございます。

近年、中学校の部活動の在り方について多くの議論がなされています。2022 年６月に

はスポーツ庁へ、８月には文化庁へ、それぞれが設置した検討会議より提言がまとめら

れました。 

それを受け、2022 年 12 月、スポーツ庁及び文化庁より「学校部活動及び新たな地

域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」（以下、「ガイドライン」とい

う。）が示されました。 

「ガイドライン」には、次のような内容が書かれています。 

 ・少子化の中、持続可能な体制にする必要がある。（学校や

地域によっては学校部活動の存続が厳しい。） 

 ・市区町村が中心となって新たな運営団体を設立し、学校施

設を活用して行われる活動に指導者を派遣する体制や、ク

ラブチームや各種協会など地域の多様な運営団体が実施

する活動に生徒が参加する体制など、地域の実情に応じた段階的な体制の整備を進

める。 

 ・当面は、学校部活動に部活動指導員や外部指導者を配置し、生徒の活動環境を確保

することも考えらえる。 

 

 

磐田市では・・・ 

 ☆「部活動は人間教育である」という理念の下、「子ども第一」で休日の部活動
の地域移行を考えていきますが、当面は学校部活動を継続させます。 

① 学校部活動はなくなりません。 
   令和５年度は、生徒の活動機会を確保するためにも今まで通り学校で休日の部活

動を行います。 
② 教育委員会内に「専門的な部署」を立ち上げます。 

  子どもたちのニーズや地域や保護者の声を聞きながら、磐田市ならではの休日の

部活動の地域移行の在り方について検討していきます。 

③ 「部活動指導員」を配置します。 

従前より、磐田市独自の制度である「部活動外部指導者」を利用して、多くの地

域の方々に部活動の指導を協力していただいております。 

来年度は、上記の制度に加え、新たな制度として「部活動指導員」を配置するこ

とで、専門性の高い指導を実現していきたいと考えています。 

 

ガイドラインの詳細はこ

ちらからご覧ください。 

 

担当：磐田市教育委員会 学校教育課 
指導グループ 土屋 雅士・平本 陽 
TEL(0538)37-4921 FAX(0538)36-3250 

保護者・地域の皆様へ 


